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「2008年度卒業論文集の刊行に寄せて」 
2009年3月 

指導教員 草薙 信照 

 

草薙ゼミの第９期生となる諸君は，2005年度から経営情報学部がビジネス情報学科とファイナ

ンス学科の２学科構成となったことから，輝かしき〝ビジネス情報学科の第一期卒業生〟という

ことになる． 

「データマップ；デジタル地図を通して世界を見てみよう」という看板に集まってくれた諸君

に対しては，２年半という時間をかけて“厳しく鍛えてあげよう”と考えたのだが，さて，何人

が正面からそれを受け止めてくれたのだろうか．20名（最終的には17名）の諸君とは，ゼミコン

パや３年生冬の北海道合宿，４年生秋の鈴鹿合宿などのイベントを通じて，あるいは就職活動期

における個別面談等を通じて，信頼関係を築くことができたと信じている．そして，卒論提出が

目前になってからは，毎回のように夜遅くまで多くの諸君とゼミ室に残り，切羽詰まりながらも

やる気と熱気に包まれた空気を共有できたことを，とてもうれしく思っている． 

◇◇◇◇◇ 

さて，卒業論文の総評である．ここに並んだテーマだけを見れば，〝ビジネス情報学科の第一

期卒業生〟の名に恥じない素晴らしいラインアップであり，とてもまとまりのある中身の濃い論

文集ができあがったと喜んでいる．共通テーマという縛りはあるものの，各人が強い関心を持て

るテーマを自ら選んだことで，辛い作業に耐え，時には涙を流しながらも，なんとか完成にこぎ

つけられたのである．このようなテーマについて諸君と一緒に考え議論してきたことは，私にと

っても充実した勉強の機会となっており，そういった意味でも諸君には感謝している． 

毎年，完成した後だからこそ言うことであるが，私が卒業論文の意義としてもっとも重要だと

考えているのは，卒業研究のテーマや論文の出来栄えではない．自分が選んだ１つのテーマに対

してこれほど真剣に取り組んで考え，苦労しながらも論文という形にまとめたということが，間

違いなく諸君を大きく成長させたであろうという点である．したがって，一生懸命に取り組んだ

という姿勢がひしひしと伝わってくる限り，考えていたことの半分しか表現していなくても，あ

るいは思うような結果を導き出せなかったとしても，その論文は何物にも替え難い貴重な宝物で

あると言ってあげたい．個々の論文の評価は，その価値を最もよく知っているはずの自分自身，

そしてこの本を手にした読者の方々に委ねたいと思う． 

大学生活４年間の集大成として卒業研究という大仕事をやり遂げた経験は，必ずや，これから

社会人として仕事に携わっていく上での自信につながるだろう．そして10年後あるいは20年後に

この本を開いた時，懐かしく良き想い出として，諸君の心に鮮やかによみがえるに違いない． 

今後は同じ社会人として対等に，あるいは時を経て私を導いてくれるようなつきあいをしてい

けるならば，教師としてこれにまさる幸せはない．諸君の今後の人生における健闘を期待する． 

  




